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館
が
街
道
か
ら
離
れ
て
２
時
間
も
ロ
ス
し

て
し
ま
い
、
宿
に
着
い
た
の
が
７
時
で
疲

れ
は
ピ
ー
ク
に
達
し
た
。
翌
日
、
御
殿
山

公
園
佐
久
山
城
址
跡
を
散
策
。

　

大
田
原
宿
か
ら
越
堀
宿
へ
。
道
中
初
め

て
温
泉
に
泊
ま
る
。
芦
野
温
泉
は
薬
効
が

あ
る
ら
し
く
首
都
圏
か
ら
大
勢
来
て
い
た
。

翌
朝
目
覚
め
る
と
雨
が
強
く
降
っ
て
い
た
。

朝
食
を
食
べ
一
時
待
機
し
、
幸
い
天
気
予

願
っ
て
宇
都
宮
宿
へ
。

　

街
道
は
民
家
も
少
な
く
、

田
畑
の
中
を
黙
々
と
歩
き
白

澤
宿
へ
。
各
戸
の
門
柱
に
は
、

か
ご
屋
の
会
舟
屋
、
本
陣
な

ど
の
表
札
が
掲
げ
ら
れ
昔
の

風
情
を
残
し
て
い
た
。
ま
た

白
澤
宿
七
福
神
建
立
の
奉
賛

者
を
募
っ
て
い
た
の
で
、
少

な
い
額
を
寄
付
し
た
。
後
に

氏
名
が
載
っ
た
奉
建
立
の
冊

子
が
届
き
嬉
し
く
な
っ
た
。

　

鬼
怒
川
を
渡
り
喜
連
川
宿

へ
。
佐
久
山
で
予
約
し
た
旅

散�歩�道�
ち
寄
り
千
住
宿
に
向
か
っ
た
。
栃
木
県
石

橋
町
に
あ
る
、
阿
弥
陀
院
開
雲
寺
の
行
事
、

山
伏
の
荒
行
を
見
物
、
山
伏
の
読
経
と
火

勢
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
、
無
病
息
災
を

　

２
０
０
５
年
元
旦
に
奥
州

街
道
の
宿
場
、
神
社
、
仏
閣

を
尋
ね
て
歩
く
計
画
を
立
て

１
月
９
日
、
日
本
橋
か
ら
深

川
宿
へ
。
富
岡
八
幡
宮
に
立

報
は
午
後
に
は
回
復
す
る
と
の
予
報
を
信

じ
、
雨
具
を
着
て
芦
野
宿
へ
向
か
っ
た
。

街
道
界
隈
に
は
、
芦
野
氏
陣
屋
裏
門
、
歴

史
探
訪
館
、
屋
号
の
つ
い
た
石
燈
篭
が
各

門
前
に　

燈
が
建
て
ら
れ
、
奥
州
街
道
の

４３

風
情
を
残
し
て
い
た
。

　

白
坂
宿
に
入
る
国
境
は
、
現
在
、
栃
木

県
と
福
島
県
の
県
境
と
も
な
っ
て
い
る
が
、

そ
こ
に
は
境
明
神
が
二
社
建
立
さ
れ
、
栃

宿
へ
、
当
時
郡
山
は
水
不
足
が
問
題
と

な
っ
て
い
て
、
享
保
６
年
（
１
７
１
３
年
）

に
皿
沼
の
水
を
飲
用
や
防
火
用
に
利
用
し

た
い
と
願
い
出
、
翌
年
６
月
に
完
成
さ
せ

た
こ
と
が
宿
碑
に
示
さ
れ
、
当
時
の
名
残

と
し
て
現
在
も
水
を
流
し
て
い
る
。

　

福
島
県
の
本
宮
宿
ま
で
踏
破
し
た
。
７

泊
と　

日
、
歩
行
約
２
５
０
�
（
道
路
標

１７

示
と
歩
数
計
か
ら
。
歩
幅　

�
と
し
て
）。

４５

木
県
側
玉
津
島
神
社
、
白
河
側
に
境

の
明
神
と
二
所
の
関
が
あ
り
、
白
坂

宿
に
は
街
道
の
両
側
に
家
数　

軒
が

６６

あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
飯
盛
女
を
抱
え

る
旅
籠
屋
が
多
く
賑
わ
っ
た
そ
う
だ
。

現
在
は
旧
街
道
の
宿
場
の
面
影
は
な

い
が
、
地
域
の
人
達
は
今
で
も
屋
号

で
呼
び
合
っ
て
い
た
。

　

小
峰
城
（
白
河
城
）
を
観
て
、
小

田
川
宿
へ
、
こ
の
宿
の
豪
邸
は
３
０

０
年
の
歴
史
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
笹
石
宿
か
ら
須
賀
川
宿
へ
、
こ

の
宿
に
は
芭
蕉
記
念
館
が
あ
り
入
館

と
周
り
を
散
策
し
た
。
そ
し
て
郡
山

奥州街道２５０�を歩く
労働部ＯＢ　菅野　健児

老人の怒りを
大きな力に
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自
治
労
連
の
全
国
囲
碁
将
棋
大
会
が
７

月
６
日
、
湯
河
原
町
で
行
わ
れ
、
囲
碁
の

部
で
こ
だ
ま
会
囲
碁
同
好
会
チ
ー
ム
（
奥

村
貴
聡
さ
ん
・
岸
邦
彦
さ
ん
・
登
豊
吉
）

は
全
国
５
位
に
な
り
ま
し
た
。
優
勝
は
愛プロの手ほどきも受けました

知
混
成
チ
ー
ム
、
準
優
勝
は
吹
田
市
職
労
、

３
位
は
山
口
混
成
チ
ー
ム
で
し
た
。

　

こ
だ
ま
会
囲
碁
同
好
会
チ
ー
ム
は
、
大

槌
町
職
（
岩
手
）、
横
手
市
職
労
（
秋
田
）

に
そ
れ
ぞ
れ
３
勝
０
敗
で
勝
利
。
し
か
し

四
国
混
成
チ
ー
ム
、
山
口
混
成
チ
ー
ム
に

そ
れ
ぞ
れ
１
勝
２
敗
で
負
け
、
チ
ー
ム
と

し
て
は
２
勝
２
敗
で
し
た
が
、
チ
ー
ム
の

総
勝
ち
数
が
他
の
２
勝
２
敗
チ
ー
ム
よ
り

も
多
く
、
か
ら
く
も
５
位
に
な
り
ま
し
た
。

　

来
年
は
自
治
労
連
創
立　

年
と
い
う
記

１５

念
す
べ
き
大
会
で
す
。
来
年
も
県
大
会
、

関
東
甲
越
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
勝
ち
抜
き
、

ぜ
ひ
全
国
大
会
に
出
場
し
、
３
位
以
内
を

め
ざ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。（
登 　

豊
吉
）

　

８
月
７
日（
火
）、猛
暑
の
な
か「
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
狩
り
」
の
援
農
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
参
加
者
は　

人
。

１２

　

大
井
町
の
「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
郷
・
旭
」

は
、山
ふ
と
こ
ろ
の
杉
林
を
開
い
た
所
。休

憩
小
屋
か
ら
の
眺
め
は
、
海
の
果
て
に
真

鶴
半
島
を
望
む
す
ば
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

　

早
速
、
手
籠
を
持
っ
て
、
摘
み
取
り
に

挑
戦
。で
も
暑
い
の
で
早
々
や
め
て
、も
っ

ぱ
ら
風
の
通
る
休
憩
所
の
庭
で
、
景
観
と

果
実
の
味
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
農
園
は
画
家
志
望
の
小
宮
さ
ん
が

Ｕ
タ
ー
ン
し
て
つ
く
り
、
自
然
と
芸
術
の

一
体
を
め
ざ
し
て
お
り
、
果
実
の
収
穫
と

と
も
に
ピ
ザ
を
焼
く
石
釜
や
野
焼
き
の
陶

芸
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
ミ
ニ
舞
台
ま
で
あ
り
、

楽
し
そ
う
で
す
。

　

午
後
、
バ
ス
の
時
間
を
待
つ
間
に
小
宮

さ
ん
の
父
上
か
ら
、
昭
和
９
年
に
自
家
の

建
築
の
際
、
出
土
し
た
土
偶
の
話
し
を
伺

い
ま
し
た
。　

セ
ン
チ
く
ら
い
の
女
性
の

３０

土
偶
で
、
頬
に
紅
の
化
粧
を
し
て
い
る
特

徴
が
あ
り
、
縄
文
期

頃
の
も
の
と
か
。
国

の
指
定
文
化
財
に

な
っ
て
い
る
由
。「
現

在
は
自
宅
の
金
庫
に

あ
り
ま
す
」
と
笑
い

顔
。

　

私
の
収
穫
は
３
０

０
�
。
２
�
も
採
っ

た
方
も
い
て
、
頬
は

真
っ
赤
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。（

木
村
武
子
）

　

９
月　

日
（
月
）、
天
候
不
順
な
が
ら　

１０

１３

人
出
席
。

　

源
頼
朝
挙
兵
（　

歳
）
の
翌
年
の
１
１

３４

８
１
年
、
平
清
盛
死
亡
（　

歳
）。
清
盛
は
、

６４

① 
遷  
都 （
兵
庫
福
原
）②
東
大
寺（
仏
敵
、四

せ
ん 
と

男 
重  
衡 
が
放
火
）
③
天
皇
（
後
白
河
法
皇

し
げ 
ひ
ら

の 
幽  
閉 
）
④
女
性
（ 
祇  
王 
、仏 
御
前

ゆ
う 
へ
い 

ぎ 
お
う     

と
も

ほ
と
け
ご
ぜ
ん

に 
出  
家 
。
京
都
嵯
峨
野
「 
祇  
王  
寺 
」
で
修

し
ゅ
っ 
け 

ぎ 
お
う 
じ

行
後
、
同
寺
に
眠
る
。

　
『
平
家
物
語
』に
登
場
す
る
出
家
し
た
者

た
ち
は
、
一
大
決
心
を
し
て
出
家
（ 
暗 
）

く
ら
い

し
て
み
て
も
、
捨
て
た
は
ず
の
権
力
や
金

や
異
性
に
対
す
る
未
練
は
残
る
し
、
自
分

を
追
い
落
と
し
た
者
に
対
す
る
恨
み
も
残

る
。
多
く
は
こ
う
し
た
迷
え
る
人
間
た
ち

で
あ
る
。

　

祇
王
の
出
家
は
、
純
粋
な
宗
教
的
情
熱

か
ら
と
は
言
い
難
か
っ
た
。
仏
御
前
は
、

祇
王
の
没
落
に
自
分
の
未
来
を
見
て
、
現

世
の
栄
花
の
は
か
な
さ
を
感
じ
て
出
家
し

た
も
の
で
あ
っ
た
（
両
者
と
も
清
盛
の
寵

愛
を
受
け
た
）。

　

こ
こ
に
は
女
性
の
浮
沈
を
握
る
権
力
者

と
し
て
の
男
に
対
す
る
拒
否
の
姿
勢
が
あ

る
。
富
も
権
力
も
名
誉
も
着
物
も
食
物
も

セ
ッ
ク
ス
も
、
す
べ
て
男
か
ら
与
え
ら
れ

る
虚
飾
に
す
ぎ
な
い
と
感
じ
た
時
、
そ
れ

ら
を
す
べ
て
な
げ
う
ち
、
そ
の
向
こ
う
に

は
仏
（ 
明 
）
の
世
界
が
あ
る
。

あ
か
り

　

あ
ら
ゆ
る
人
の
「 
浄
土
往
生 
」、 
六
道 
の

じ
ょ
う
ど
お
う
じ
ょ
う 

ろ
く
ど
う

世
界
と
し
て「
天
上
界
・
人
間
界
・
修
羅
道
・

餓
鬼
道
・
畜
生
界
・
地
獄
界
」
が
あ
る
。

人
間
は
生
き
、
修
行
に
励
み
、「
皆
往
生
の

 
素  
懐 
を
と
げ
」、
来
世
で
は
仏
の
世
界
に

そ 
か
い

生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
を
願
う
。（

佐
藤
喜
治
）

趣味の会�
「趣味の会」は長生き�
の散歩道�

ご一緒に�
歩きましょう�

楽しい�
囲
碁
の
部
で
５
位
に

自
治
労
連
囲
碁
将
棋
大
会

景
観
と
果
実
の
味
を
堪
能

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り

平
清
盛
を
め
ぐ
る

　
　

女
性
の
明
と
暗
歴史教室
講義

こだま会
囲　　碁
同　好　会
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こ
だ
ま
俳
壇

こ
だ
ま
俳
壇
（
９
月
）

（
９
月
）

墓
掃
除
あ
と
に
繋
が
る
村
の
顔

鳥
海　

敏
雄

き
の
こ
狩
鹿
の
死
骸
の
謎
め
い
て

井
村　

友
彦

秋
祭
り
綿
飴
つ
ま
み
子
等
は
し
ゃ
ぐ

木
村　

武
子

夕
立
の
後
や
蜘
蛛
の
巣
揺
れ
光
る

白
井
保
次
郎

妻
の
留
守
冷
汁
啜
る
猛
暑
か
な

白
石　

為
康

新
涼
や
夜
の
帆
船
神
楽
舞三

井　

光
子

箸
一
膳
人
と
い
う
字
に
置
き
昼
寝

高
橋　

和
江

逝
き
し
犬
の
せ
て
や
り
た
や
三
日
の
月

中
村　

桂
子

身
を
粉
に
し
母
ま
だ
ら
痴
け
終
戦
日

湯
川　
　

勉

ペ
チ
ュ
ニ
ア
の
一
輪
残
り
夏
は
行
く

鈴
木
志
げ
子

 
聶  
耳 
忌
江
の
島
の
潮
寄
せ
て
く
る

ニ
エ 
ア
ル

横
川
美
代
子

青
ぶ
ど
う
葉
の
間
引
き
す
る
農
体
験

島
田
多
嘉
子

鹿
垣
に
乱
杭
を
打
つ
狭
農
婦

小
川　

水
草

涼
新
た
進
水
式
を
待
つ
巨
船

山
本
つ
ぼ
み

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
歴
史
教
室
（
散
策
）

テ
ー
マ　

三
浦
氏
の
跡
を
追
っ
て

　

衣
笠
城
跡
等

と　

き　
　

月
５
日（
月
）

１１

集　

合　

Ｊ
Ｒ「
衣
笠
駅
」

　

改
札
口
前　

時
１０

昼　

食　

弁
当
、
各
自
持
参

コ
ー
ス　

衣
笠
城
跡
か
ら
満
昌
寺
・
満
願

寺
ほ
か

参
加
費　

５
０
０
円
、
ガ
イ
ド
・
中
村
猪

一
郎
会
員

申
込
先　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
５
（
３
６

１
）
０
１
１
２
（
佐
藤
喜
治
）

�
俳
句
教
室

　

毎
月
第
３
木
曜
日
午
後
、
こ
だ
ま
会
事

務
所
で
開
催
。
春
と
秋
の
吟
行
（
旅
先
で

の
句
会
）
も
あ
り
ま
す
。
初
心
者
も
大
歓

迎
。
楽
し
い
句
会
で
す
。

指　

導　

山
本
つ
ぼ
み
先
生

　
　
　
　
（
阿
不
利
嶺
主
宰
）

会　

費　

５
０
０
円

と　

き　

第
３
木
曜
日　

時
〜　

時（　

１３

１６

１１

月　

日
・　

月　

日
・　

年
１
月　

日
・

１５

１２

２０

０８

１７

２
月　

日
）

２１

場　

所　

こ
だ
ま
会
事
務
所

申
込
先
・
問
合
先　

電
話
０
４
２（
７
４
２
）

２
２
５
３
（
小
川
正
則
）

�
囲
碁
同
好
会

と　

き　

毎
月
第
１
日
曜
日　

時
〜
（　

１１

１１

月
４
日
・　

年
１
月
６
日
・
２
月
３
日
）

０８

と
こ
ろ　

囲
碁
サ
ロ
ン
「 
有  
心 
」（
横
浜
駅

う 
し
ん

西
口
太
陽
ビ
ル
６
階
）

会　

費　

７
０
０
円

申
込
先　

電
話
０
４
５
（
７
８
２
）
７
６

６
５
（
青
沼
慶
祐
）
／
０
４
５
（
８
２

４
）
７
１
５
５
（
登　

豊
吉
）

�
こ
だ
ま
会
囲
碁
大
会

と　

き　
　

月
２
日
（
日
）　

時

１２

１０

と
こ
ろ　

か
な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ
会
議
室

（
関
内
下
車
）

会　

費　

１
０
０
０
円

申　

込　
　

月　

日
（
月
）
ま

１１

２６

で
に
「
氏
名
」「
段
級
位
」「
電
話
番
号
」

を
次
の
幹
事
又
は
県
職
労
連
へ
。
登
０

４
５
（
８
２
４
）
７
１
５
５　

青
沼
０

４
５
（
７
８
２
）
７
６
６
５　

県
職
労

連
０
４
５（
２
１
２
）
３
１
７
９

☆
初
心
者
か
ら
有
段
者
ま
で
楽
し
め
ま
す
。

ご
家
族
、お
孫
さ
ん
、友
人
を
誘
っ
て
ぜ

ひ
ご
参
加
を
。

　
　

な
お
、
当
日
は
同
会
館
で
「
プ
ラ
ザ

フ
ェ
ス
タ
」
が
行
わ
れ
、
展
示
会
、
コ

ン
サ
ー
ト
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
の

催
し
が
あ
り
ま
す
。

�
食
文
化
を
楽
し
む
会

と　

き　
　

月　

日（
木
）　

時
〜　

時　

分

１１

２２

１１

１５

３０

と
こ
ろ　

横
浜
市
西
地
区
セ
ン
タ
ー
（
相

鉄
平
沼
橋
駅
下
車
。
平
沼
高
校
ウ
ラ
）

０
４
５
（
３
１
４
）
７
７
３
４

テ
ー
マ　

風
邪
予
防
の
薬
膳
料
理

講　

師　

上
野
多
恵
子
会
員

会　

費　

１
８
０
０
円

申
込
先　

９
４
５
（
２
１
２
）
３
１
７
９

（
こ
だ
ま
会
事
務
局
）
０
４
５
（
３
３

２
）
４
６
０
１
（
亀
井
禎
子
）

�
ス
キ
ー
旅
行

　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ダ
ス
ト

　

の
舞
う
北
海
道
富
良
野

　

で
滑
ろ
う
。

と　

き　
　

年
１
月　

日

０８

２８

　
（
月
）〜
１
月　

日（
木
）

３１

宿　

泊　

新
富
良
野
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル　

〒
０
７
６－

０
０
１
６
富
良
野
市
中
御

料　

℡
０
１
６
７
（　

）
１
１
１
１

２２

費　

用　

６
２
９
０
０
円
（
往
復
飛
行
機

代
・
バ
ス
代
・
ホ
テ
ル
３
泊
・
朝
食
３
・

夕
食
３
・
保
険
付
）

定　

員　
　

人
（
先
着
順
）

３０

申　

込　
　

月　

日
ま
で
に
次
の
口
座
に

１１

３０

費
用
を
振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
こ
れ

が
参
加
申
込
と
な
り
ま
す
。
口
座　

郵

便
貯
金
総
合
通
帳
記
号
１
０
２
６
０
番

号
１
５
３
２－

７
２
８
１　

叶
井
進
一
。

〒
２
４
５－

０
０
１
６
横
浜
市
泉
区
和

泉
町
５
３
０
４　

電
話
０
４
５
（
８
０

３
）
３
７
１
３
（
叶
井
進
一
）

予
告
�　
予
告
�　
予
告
�
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モ
レ
の
ス
ケ
ッ
チ

　

死
ぬ
ま
で
ま
だ　

〜　

年
あ
り
そ
う
。

２０

３０

「
明
日
に
道
を
知
ら
ば
夕
べ
に
死
す
と
も

可
な
り
」
と
か
な
ん
と
か
、
誰
か
言
っ
て

た
っ
け
。
短
い
よ
う
で
長
い
よ
う
で
、
は

て
さ
て
寝
て
暮
ら
そ
う
か
…
。

　

私
の
絵
の
友
人
達
は
人
生
の
大
先
輩
が

多
い
の
で
、
さ
す
が
に
涙
の
出
る
よ
う
な

ア
ド
バ
イ
ス
く
れ
ま
し
た
ね
。
あ
な
た
絵

を
描
き
な
さ
い
、
描
か
な
き
ゃ
も
っ
た
い

な
い
よ
と
か
、
あ
な
た
の
絵
は
売
れ
る
か

　

２
０
０
５
年
３
月
に

定
年
退
職
し
ま
し
た
。

再
雇
用
は
条
件
に
全
く

合
わ
な
か
っ
た
の
で
、

あ
っ
さ
り
ご
辞
退
し
ま

し
た
。

会員�
紹介�

ら
、
定
年
後
は
プ
ロ
の
画
家
と
し
て
や
っ

て
み
な
さ
い
、
云
々
…
。

　

お
金
も
ら
っ
て
喜
ん
で
も
ら
え
る
わ
け

で
す
か
ら
、
こ
ん
な
や
り
が
い
の
あ
る
こ

と
な
い
で
し
ょ
う
ね
。
そ
ん
な
わ
け
で
、

現
在
は
自
称
「
水
彩
画
作
家
」
な
の
で
す

が
、
あ
く
ま
で
描
け
ば
の
話
で
す
。

　

生
ま
れ
つ
き
呑
気
な
性
格
に
加
え
て
、

雑
用
に
追
わ
れ
て
な
か
な
か
描
け
ま
せ
ん
。

雑
用
と
い
う
の
は
、
育
児
の
な
い
家
事
す

べ
て
に
、
某
マ
ド
ン
ナ
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の

幹
事
と
か
、
親
の
介
護
と
か
、
筋
ト
レ
と

か
、
妻
や
Ｇ
Ｆ
と
の
旅
行
と
か
ダ
ン
ス
と

か
で
す
が
。
注
文
さ
れ
た
絵
が
も
う
何
枚

も
貯
ま
っ
て
し
ま
い
、

心
苦
し
い
限
り
で
す
。

　

絵
の
会「
梅
香
会
」 

　

を
運
営

  　

歳
代
の
時
、
商
工

４０
指
導
セ
ン
タ
ー
の
デ
ザ

イ
ン
指
導
室
に
い
き
ま

し
た
。
そ
こ
に
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
専

門
の
優
し
く
美
し
い
お

楽
し
く
美
人
も
多
く
、
多
く
の
友
人
が
で

き
た
所
で
す
。
職
場
の
内
外
を
問
わ
ず
、

今
で
も
飽
き
も
せ
ず
そ
の
頃
の
美
人
達
と

付
き
合
っ
て
ま
す
。

  
し
た
が
っ
て
、
こ
の
絵
の
会
と
の
腐
れ

縁
は
今
で
も
ず
っ
と
続
い
て
い
て
、
県
庁

の
方
と
協
力
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
現

在
は
現
役
の
会
員
が
少
な
く
、
民
間
の
人

の
方
が
多
く
な
り
、
名
称
も
『
梅
香
会
』

姉
様
が
い
て
、
県
庁
絵

画
部
（
当
時
の
マ
ネ
エ

会
）
に
入
会
し
な
い
か

と
誘
わ
れ
、
私
は
美
し

い
女
性
に
は
弱
い
の
で

二
つ
返
事
で
Ｏ
Ｋ
し
ま

し
た
。

　

私
は
仕
事
を
楽
し
む

方
で
、
ど
の
職
場
で
も

得
た
も
の
が
多
か
っ
た

で
す
が
、
と
り
わ
け
デ

ザ
イ
ン
指
導
室
時
代
は

スペイン灼熱の午後、ＧＦと

雪の日のシャトル

と
変
え
ま
し
た
が
、
年
１
回
、
２
月
末
に

『
春
の
絵
画
展
』
と
い
う
グ
ル
ー
プ
展
を

必
ず
開
催
し
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
会

費
は
わ
ず
か
、
年
間
２
千
円
。

  
月
１
回
ス
ケ
ッ
チ
会
も
開
催
し
、
時
々

宿
泊
で
ス
ケ
ッ
チ
旅
行
に
も
行
き
ま
す
し
、

初
心
者
に
も
ご
指
導
し
て
い
ま
す
（
絵
を

描
き
た
い
な
と
い
う
方
が
お
ら
れ
た
ら
、

是
非
河
合
ま
で
ご
一
報
下
さ
い
）。

　

４
月
に
は
パ
リ
と
近
郊
の
ス
ケ
ッ
チ

　

今
年
の
４
月
に
は
、
会
員
４
名
を
含
む

総
勢
７
名
で
、
パ
リ
と
近
郊
の
ス
ケ
ッ
チ

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
へ
絵
を

描
き
に
行
っ
た
の
は
、
私
は
こ
れ
で
５
〜

６
回
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
き
っ
か
け

は
展
覧
会
場
へ
来
て
く
れ
た
伊
豆
の
絵
描

き
さ
ん
（
こ
の
人
は
、
パ
リ
在
住　

年
以

２０

上
で
、
た
く
さ
ん
の
賞
を
取
っ
て
い
る
大

画
家
で
す
）
と
知
り
あ
い
、
連
れ
て
行
っ

て
も
ら
っ
た
か
ら
で
す
。
最
近
は
そ
の
方

定年後はムショク透明の
水彩画作家に

河合幹彦さん
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も
高
齢
に
な
り
、
私
が
企
画
し
て
そ
の
画

家
を
連
れ
て
行
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、

つ
い
で
に
我
が
会
の
会
員
も
、
お
連
れ
し

た
次
第
で
す
。

　

パ
リ
の
街
角
は
、
絵
に
な
る
景
色
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
多
く
の
画
家
に
描
か
れ
て

い
ま
す
が
、
近
郊
の
イ
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン

ス
の
田
舎
の
方
が
私
は
好
き
で
す
。

　

最
近
は
便
利
に
な
り
、
ク
ッ
ク
の
時
刻

表
を
買
わ
な
く
て
も
Ｉ
Ｎ
で
パ
リ
か
ら
の

鉄
道
時
刻
が
全
部
調
べ
ら
れ
ま
す
。

  
ま
た
、
現
地
の
地
図
や
ス
ケ
ッ
チ
ポ
イ

ン
ト
な
ど
も
、
Ｐ
Ｃ
で
調
べ
て
だ
い
た
い

の
目
安
を
付
け
て
か
ら
行
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
シ
ャ
ル
ト
ル
と
念
願
だ
っ
た

モ
レ
・
シ
ュ
ル
・
ロ
ワ
ン
へ
行
き
ま
し
た
。

シ
ャ
ル
ト
ル
は
３
回
目
で
す
が
、
何
回

行
っ
て
も
飽
き
ま
せ
ん
。『
雪
の
日
の
シ
ャ

ル
ト
ル
』
と
い
う
迷
作
は
、
昨
年
１
月
の

時
の
も
の
で
、
す
ぐ
売
れ
て
し
ま
っ
た
の

で
、
残
っ
て
い
る
の
は
写
真
だ
け
で
す
。

　

モ
レ
は
印
象
派
の
シ
ス
レ
ー
が
居
を
構

え
た
村
で
有
名
で
す
が
、
パ
リ
・
リ
ヨ
ン

駅
か
ら
南
南
東
へ
電
車
で
１
時
間
、
駅
か

ら　

分
歩
く
と
村
の
城
門
が
見
え
て
き
ま

２０
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
田
舎
街
は
、
城
壁
に

囲
ま
れ
て
道
や
建
物
が
昔
の
ま
ま
残
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
で
す
が
、
フ
ラ
ン

ス
は
貧
乏
国
な
の
で
、
地
上
げ
や
再
開
発

す
る
お
金
が
無
か
っ
た
せ
い
で
す
ね
。

　

こ
の
静
か
な
の
ん
び
り
し
た
村
で
、
何

枚
か
ス
ケ
ッ
チ
し
ま
し
た
が
、
風
景
の
中

に
溶
け
込
ん
で
し
ま
う
と
い
う
か
、
描
い

て
い
る
と
本
当
に
時
間
が
止
ま
っ
て
し
ま

い
ま
す
ね
。
忘
我
痙
参
加
で
し
た
。

　

来
年
４
月
か
ら
医
療
費
の
大
幅
切
り
捨

て
を
め
ざ
し
て
、「
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
」
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
れ
は　

歳
以
上
の
高
齢
者
が
す
べ
て

７５

集
め
ら
れ
、
個
人
単
位
で
保
険
料
を
負
担

し
、
医
療
を
受
け
る
際
に
は
さ
ら
に
１
割

を
負
担
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
現
役
並

み
の
所
得
が
あ
る
人
は
３
割
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
保
健
加
入
申
請
や
相
談
な
ど
、
窓

口
業
務
と
保
険
料
徴
収
は
市
町
村
が
担
当

し
ま
す
が
、
制
度
の
運
営
は
都
道
府
県
ご

と
に
設
置
さ
れ
た
「
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
」
が
主
体
と
な
り
、
保
険
料
率
や

軽
減
措
置
な
ど
を
決
め
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
給
付
さ
れ
る
医
療
の
内

容
が
い
ま
だ
に
具
体
的
に
説
明
さ
れ
て
お

り
ま
せ
ん
。
審
議
会
で
の
討
議
内
容
や
厚

労
省
の
高
齢
者
施
策
か
ら
推
測
す
る
と
、

か
な
り
厳
し
い
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
「
高
齢
者
の
心
身
の
特
性
に
ふ
さ
わ
し

い
診
療
報
酬
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
病
状
が
安
定
し
て
い
る
・
変
化
が

少
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
導
き
出
さ
れ

の
は
検
査
し
な
い
・
診
察
を
し
な
い
・
点

滴
の
量
を
制
限
し
、
早
目
の
退
院
を
促
す

な
ど
で
す
。

　

現
在
、
退
院
後
再
入
院
せ
ず
看
取
る
と

　

万
円
が
加
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お

１０り
、
最
後
の
保
険
と
し
て
生
活
の
場
で
の

ケ
ア
が
基
本
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

健
診
の
あ
り
方
が
大
き
く
変
化

　

一
方
、
生
活
習
慣
病
対
策
が
強
化
さ
れ
、

健
康
診
断
の
あ
り
方
が
大
き
く
変
わ
り
ま

す
。

　

老
人
保
健
法
に
よ
る
健
康
診
査
は
廃
止

さ
れ
、
糖
尿
病
・
高
血
圧
症
・
高
脂
肪
症

を
中
心
と
し
た
健
診
・
保
健
指
導
と
な
り
、

対
象
は　

歳
以
上
、
若
い
時
か
ら
健
康
に

４０

対
す
る
自
己
責
任
を
追
及
さ
れ
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
・
そ
の
他
の
健
康
保
険

に
対
し
て
も
、
負
担
す
る
後
期
高
齢
者
医

療
へ
の
支
援
金
を
被
保
険
者
の
健
診
受
診

率
に
よ
っ
て
増
減
す
る
制
度
が
導
入
さ
れ

ま
す
。
受
診
率
が　

％
を
超
え
る
と
支
援

３３

金
が　

％
減
額
さ
れ
、
達
成
で
き
な
い
と

１０

　

％
加
算
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

１０
　

こ
の
よ
う
に
、
と
に
か
く
病
気
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
病
気
に
な
っ
て
も
な
か
な

か
入
院
で
き
な
い
施
策
が
進
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
対
し
、
住
民
の
生
活
を
守
る
べ

き
自
治
体
が
ど
う
受
け
止
め
よ
う
と
し
て

い
る
の
か
。
成
り
行
き
に
任
せ
る
の
で
は

な
く
、
地
域
ご
と
に
明
ら
か
に
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。　
　　
　
（
新
井
通
子
）

病
気
に
な
っ
て
も
入
院
で
き
な
い　
！？

■
医
療
制
度「
構
造
改
革
」と
高
齢
期
運
動
の
課
題

第２１回日本高齢者大会

　７月の参議院選挙による「与野
党逆転」という新たな情勢を受け
て「凍結」の声も聞かれ始めた後
期高齢者医療制度。９月１７日から
１８日、横浜で開かれた第２１回日本
高齢者大会ではこれが最大の課題
として論議。新井通子さんのレ
ポートをお届けします。
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ひとりぼっちの高齢者をなくそう
はね返そう― ―高齢者医療改悪

　

来
年
４
月
か
ら
、　

歳
以
上
だ
け
を「
後

７５

期
高
齢
者
」
と
し
て
現
在
の
医
療
制
度
か

ら
切
り
離
し
、
独
立
し
た
保
険
に
し
て
強

制
加
入
さ
せ
、
医
療
を
制
限
し
、
保
険
料

は
年
金
か
ら
死
ぬ
ま
で
天
引
き
す
る
。
こ

ん
な
ひ
ど
い
内
容
の
高
齢
者
医
療
を
、「
み

ん
な
に
知
ら
せ
、
中
止
・
撤
回
さ
せ
よ
う
」

と
９
月　

日
か
ら　

日
、
パ
シ
フ
ィ
コ
横

１７

１８

浜
で
第　

回
日
本
高
齢
者
大
会
が
開
か
れ
、

２１

全
国
か
ら
５
千
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

高
齢
者
を
じ
ゃ
ま
者
扱
い
に
す
る
冷
た

い
仕
打
ち
の
自
公
政
治
を
打
ち

破
り
、
健
康
で
暮
ら
し
や
す
い

平
和
な
日
本
を
つ
く
ろ
う
と
、

各
地
の
と
り
く
み
を
語
り
合
い
、

「
老
人
よ
、
怒
れ
」
と
、
基
調

講
演
の
な
だ
・
い
な
だ
氏
に
励

ま
さ
れ
、
ま
ず
私
た
ち
が
反
対

運
動
の
先
頭
に
立
と
う
と
「
決

議
」「
ア
ピ
ー
ル
」
を
採
択
し
ま

し
た
。

　

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
で『
千
の
風
に
の
っ
て
』

『
さ
と
う
き
び
畑
』『
花
』
の
メ
ロ
デ
ィ
ー

が
流
れ
る
な
か
、
年
配
の
男
・
女
が
詩
を

朗
読
。「　

年
も
前
の
こ
と
で
し
た
／
あ
な

６０

た
に
会
っ
た
の
は
／
そ
れ
か
ら
結
婚
・
母

親
に
な
っ
て
夫
に
先
立
た
れ
た
夜
／
あ
な

た
が
は
げ
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
／
孫
た
ち

よ
／
私
た
ち
の
思
い
を
受
け
取
っ
て
平
和

に
育
っ
て
ほ
し
い
／
日
本
国
憲
法
よ
」

　

来
年
、
元
気
で
ま
た
会
う
こ
と
を
誓
っ

て
閉
会
し
ま
し
た
。　
　　
　
（
鈴
木
三
郎
）

　

開
港
１
５
０
年
を
迎
え
る
横
浜
で
、
記

念
す
べ
き
年
に
第　

回
日
本
高
齢
者
大
会

２１

が
開
催
さ
れ
、
神
奈
川
県
実
行
委
員
長
の

片
野
憲
二
氏
を
始
め
、
関
係
諸
機
関
に
深

く
敬
意
を
表
し
た
い
。

　

後
期
高
齢
期
に
片
足
を
掛
け
る
小
生
に

は
、
す
べ
て
興
味
の
あ
る
学
習
講
座
で
あ

　

農
学
博
士
・
大
嶋
茂
男
講
師
の
『
地
球

温
暖
化
と
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
糧
問

題
』
で
は
、
人
間
生
存
の
危
機
等
、
大
変

重
大
な
事
態
に
な
る
可
能
性
が
生
じ
る
と

の
講
義
に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
利
己

的
人
間
で
は
な
く
、
社
会
的
人
間
に
な
る

生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
る
運
動
を
展
開
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
。

　

男
性
機
能
の
有
効
期
限
切
れ
を
迎
え
た

小
生
に
は
、
堀
口
雅
子
講
師
の
『
高
齢
期

の
性
』
も
受
講
し
、
余
生
を
心
豊
か
に
生

き
る
勇
気
が
湧
き
出
る
も
の
を
授
か
っ
た
。

（
稲
本
春
雄
）

り
、
選
ぶ
の
に
迷
っ
た
。

増
田
善
信
講
師
の　

歳
と

８２

は
思
え
な
い
張
り
の
あ
る

声
で
の
講
義
『
地
球
温
暖

化
と
異
常
気
象
』
は
非
常

に
感
銘
を
受
け
た
。
戦
争

に
よ
る
地
球
破
壊
を
止
め

る
に
は
世
界
平
和
の
輪
を

広
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
強
く
感
じ
た
。

■
高
齢
者
の
生
活
実
態
が
リ
ア
ル
に

　
『
高
齢
者
の
家
計
・
貯
金
・
生
活
・
健

康
・
住
環
境
な
ど
の
状
況
』『
医
療
制
度
構

造
改
革
と
高
齢
期
運
動
』
の
学
習
講
座
に

参
加
し
た
。

　

資
料
「
厚
生
行
政
基
礎
調
査
」
を
は
じ

め
内
閣
府
の
種
々
の
意
識
調
査
等
（　

点
４６

も
の
資
料
）
を
見
な
が
ら
、
高
齢
者
の
生

活
実
態
が
リ
ア
ル
に
わ
か
り
や
す
く
全
体

像
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
た
。

　

い
ま　

歳
以
上
の
人
は
、
終
戦
時
は　

７５

１２

歳
以
上
。
学
童
疎
開
や
勤
労
動
員
、東
京
・

横
浜
の
大
空
襲
な
ど
辛
い
体
験
を
し
、
食

糧
難
の
な
か
を
生
き
抜
き
、
戦
後
日
本
の

復
興
に
貢
献
し
て
き
た
世
代
を
、
政
府
は

ま
だ
苦
し
め
る
の
か
！

　

袋
の
中
に
『
医
療
費
の
窓
口
負
担
を
ゼ

「ひとりぼっちの高齢者をなくそう」をスローガンに横浜で開かれた第２１回日
本高齢者大会には、全国から約５０００人が参加。県職労連退職者こだま会からは
のべ１７人が参加し、学習と交流を深めました。参加者の感想をお届けします。

第21回
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会日本高齢者大会
参加者の感想

（
７
面
へ
続
く
）

全体会

全　
体　
会

■
老
人
よ
、
怒
れ
！

学
習
講
座
・
分
科
会

■
戦
争
に
よ
る
地
球
破
壊
ノ
ー

学習講座のひとこま
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ロ
へ
』
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
知
ら
せ

る
ビ
ラ
が
あ
っ
た
。
な
ん
と
そ
こ
に
は
、

イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
・
デ
ン

マ
ー
ク
・
ベ
ル
ギ
ー
・
イ
タ
リ
ア
…
、
世

界
で
は
医
療
費
の
窓
口
負
担
は
「
ゼ
ロ
」

は
当
た
り
前
で
す
―
―
と
。「
目
か
ら
う
ろ

こ
」
の
シ
ョ
ッ
ク
。
日
本
も
先
進
国
の
は

ず
。
保
険
制
度
の
な
い
ア
メ
リ
カ
の
後
追

い
で
は
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
見
習
え
と

政
府
に
堂
々
と
要
求
す
れ
ば
い
い
の
だ
と

納
得
し
た
。　
　
　
　
　　
　
（
虻
川
弘
子
）

　
『
高
齢
者
の
く
ら
し
と
人
権
保
障
』『
庶

民
に
と
っ
て
の
最
低
保
障
年
金
制
度
』
の

教
室
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
「
貧
困
・
抑
圧
・
戦
争
と
い

う
戦
前
レ
ジ
ュ
ー
ム
を
生
き
て
き
た
高
齢

者
は
、
現
憲
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
平
和

条
項
や
民
主
条
項
を
無
償
の
ま
ま
次
世
代

に
引
き
渡
す
と
い
う
、
人
間
と
し
て
の
義

務
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
齢
期
が
人
間
ら
し
く
あ
る
た
め
の
条

件
は
、
①
一
生
か
け
て
や
れ
る
自
分
の
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク
が
あ
る
こ
と
。
②
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
住
ま
い
、
家
族
が
あ
る
こ
と
。

③
一
生
つ
き
合
え
る
友
人
と
地
域
社
会
が

あ
る
こ
と
の
３
点
で
す
。
本
当
に
大
事
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。　

　

最
低
保
障
年
金
制
度
に
つ
い
て
は
、
い

ろ
い
ろ
な
要
求
と
問
題
を
持
ち
寄
り
、
大

い
に
語
り
合
い
、
議
論
を
深
め
な
が
ら
さ

ま
ざ
ま
な
運
動
に
と
り
く
ん
で
、
１
日
も

早
く
最
低
保
障
年
金
制
度
を
実
現
さ
せ
よ

う
と
、
誓
い
あ
い
ま
し
た
。（

宮
下　

光
）

　

お
金
持
ち
は
ホ
テ
ル
の
よ
う
な
有
料
老

人
ホ
ー
ム
に
入
っ
て
、
介
護
保
険
制
度
で

保
険
料
の　

倍
の
上
等
な
介
護
を
う
け
、

１０

お
金
が
な
い
人
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
じ
っ

４
人
の
相
部
屋
方
式
が
中
心
。
良
心
的
な

医
療
法
人
の
施
設
は
ト
イ
レ
・
洗
面
・
簡

単
な
厨
房
が
各
室
に
備
え
て
あ
っ
た
が
、

占
有
面
積
が
狭
い
の
が
難
点
で
し
た
。

が
大
量
に
放
り
出
さ
れ
る
の
で
は
と
心
配

で
す
。

☆　
　

☆　
　

☆

　

そ
こ
で
、
い
く
つ
か
の
介
護
施
設
を
見

て
き
ま
し
た
。
公
共
の
介
護
施
設
は
２
〜

と
が
ま
ん
し
、
保
険
料
を

取
ら
れ
る
だ
け
。

　

こ
の
ま
ま
推
移
す
る
と
、

団
塊
の
世
代
の
介
護
が
本

格
的
に
な
る　

年
後
に
は
、

２０

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

と
介
護
保
険
料
は
超
高
額

に
な
り
、
介
護
報
酬
の
支

払
い
は
不
可
能
に
、福
祉
・

介
護
・
医
療
の
複
合
難
民

家
族
で
の
生
活
が
一
般
的
で
、
祖
父
母
・

き
ょ
う
だ
い
・
孫
の
三
世
代
が
ひ
と
つ
屋

根
の
下
で
、
ひ
と
つ
の
「
釜
」
で
暮
ら
し

て
い
ま
し
た
。
幼
児
の
面
倒
は
老
人
た
ち

の
片
手
間
の
仕
事
と
し
て
ゆ
だ
ね
ら
れ
、

　

人
気
の
あ
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム

は
ど
こ
も
順
番
待
ち
で
す
。
さ
ら

に
施
設
建
設
が
抑
制
さ
れ
、
こ
れ

か
ら
大
幅
に
増
え
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
の
幼
年
期
頃
ま
で
は
大

老
人
の
面
倒
は
主
に
長
男
の
嫁
の
肩
に
担

わ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
か
つ
て

の
大
家
族
制
が
す
べ
て
良
い
と
は
言
え
ま

せ
ん
が
、
現
役
時
代
を
の
り
こ
え
た
世
代

が
終
の
棲
家
と
し
て
自
ら
の
家
族
を
呼
び

寄
せ
て
、
多
世
代
住
宅
を
再
現
す
る
の
も

い
い
で
し
ょ
う
。

☆　
　

☆　
　

☆

　

そ
こ
で
提
案
で
す
。
い
と
こ
同
士
や
気

の
あ
っ
た
仲
間
と
新
し
い
大
家
族
を
構
成

し
、
肩
を
寄
せ
合
い
、
力
と
知
恵
を
出
し

合
っ
て
、
介
護
保
険
の
制
度
も
使
い
な
が

ら
、
支
え
あ
う
生
活
を
し
た
ら
ど
う
な
る

で
し
ょ
う
か
。
食
堂
・
洗
濯
場
・
風
呂
な

ど
は
な
る
べ
く
共
用
に
し
て
、
個
人
の
部

屋
は
思
い
っ
き
り
広
く
す
る
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
こ
う
し
た
「
老
人
の

合
宿
マ
ン
シ
ョ
ン
」
の
よ
う
な
コ
レ
ク

テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
が
た
く
さ
ん
つ
く
ら
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。
お
金
持
ち
で
な
く
て
も
、

元
気
な
う
ち
か
ら
「
老
老
介
護
の
ス
テ
ー

ジ
」
で
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
な
ら
、
そ

れ
が
自
身
に
戻
っ
て
く
る
、
そ
ん
な
場
所

を
つ
く
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。

　

老
人
の
合
宿
所
、
寮
み
た
い
な
施
設
で

簡
単
な
診
療
施
設
や
看
護
師
・
介
護
士
の

詰
め
所
も
備
え
、
読
書
ル
ー
ム
・
音
楽
室

な
ん
か
も
あ
っ
た
ら
最
高
と
思
う
の
で
す

が
…
。
私
の
夢
で
終
わ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

（
鳥
居
伸
太
郎
）

　
＊
な
お
、
詳
細
は
「
こ
だ
ま
会
」
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ス
ケ
ッ
チ

画
は
河
合
幹
彦
さ
ん
の
作
品
で
す
。

老
老
介
護
の
ス
テ
ー
ジ
を

■
高
齢
期
が
人
間
ら
し
く

　
　
　
　
　
　
　

あ
る
た
め
に

（
６
面
か
ら
続
く
）

元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元
気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気
なななななななななななななななななななななななななななななななな

元
気
な

うううううううううううううううううううううううううううううううう
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
にににににににににににににににににににににににににににににににに

う
ち
に

「老人の力がいま大き
な力に」と題して講演
する、なだ・いなだ氏
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我
が
家
の
前
に
貸
農
園
が
あ
る
。
自
分

も
借
り
て
今
年
で
３
年
。

　

い
ま
振
り
返
る
と
、
夫
よ
り
「
畑
の
草

取
り
を
手
伝
っ
て
」
と
一
言
い
わ
れ
、
自

分
も
そ
の
気
に
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
夫

が
体
調
を
く
ず
し

畑
に
は
一
歩
も
出

な
く
な
っ
た
。
自

分
に
全
部
で
き
る

か
不
安
が
あ
る
。

夫
の
こ
と
の
心
配

も
あ
る
が
、
頑

張
っ
て
み
る
。

　

肥
料
・
種
・
苗
床
な
ど
、
本
等
を
参
考

に
し
、
畑
の
仲
間
に
聞
い
た
り
も
す
る
。

ナ
ス
・
キ
ュ
ゥ
リ
・
ト
マ
ト
な
ど
毎
日
、

畑
を
見
た
り
、
苗
の
様
子
を
見
た
り
、
他

の
畑
の
苗
と
比
べ
た
り
、
楽
し
み
だ
。

　

ま
た
思
っ
た
よ
り
何
事
も
な
く
、
収
穫

時
の
感
触
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
収
穫
が
重

な
る
と
一
度
に
山
積
み
に
な
り
、
隣
近
所

に「
食
べ
て
ね
」と
持
っ
て
い
っ
た
り
す
る
。

　

そ
ん
な
畑
に
も
秋
の
野
菜
・

白
菜
・
大
根
・
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど

が
、
畑
一
面
に
広
が
っ
て
い
る
。

来
年
も
頑
張
り
ま
す
。

（
玉
井
ア
ツ
）

　

自
治
労
連
全
国
大
会
前
日
の
８
月　

日
、

１９

全
国
自
治
体
退
職
者
会
連
絡
会
の
第　

回
１０

総
会
が
神
戸
市
国
際
会
館
で
全
国
か
ら　
２５

組
織
、　

人
の
参
加
者
に
よ
り
開
催
さ
れ
、

５３

次
の
活
動
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

〈
活
動
方
針
の
骨
子
〉

◇
私
た
ち
の
主
な
要
求
で
あ
る
重
税
、
年

◇
憲
法
９
条
を
は
じ
め
と
す
る
平
和
と
民

主
主
義
に
関
す
る
闘
い
な
ど
、
情
勢
に
見

合
っ
た
各
地
域
の
と
り
く
み
に
参
加
す
る
。

◇
独
自
の
と
り
く
み
と
し
て
退
職
者
組
織

全
国
４
団
体
の
活
動
参
加
と
『
連
絡
会
つ

う
し
ん
』
の
充
実
を
図
る
。

◇
団
塊
世
代
の
退

職
者
の
組
織
化
と

役
員
の
後
継
者
づ

く
り
を
系
統
的
に

進
め
る
。

　

ま
た
、
役
員
に

は
加
藤
事
務
局
長

が
連
絡
会
事
務
局

次
長
に
引
き
続
き

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
加
藤
利
秋
）

〈
お
詫
び
と
訂
正
〉

　

前
号「
こ
だ
ま

俳
壇
」（
５
・
６
月

句
会
）３
句
目
、中

村
桂
子
さ
ん
の
句

投稿
収
穫
時
の
感
触
は

忘
れ
ら
れ
な
い

全国自治体
退職者会連
絡会が総会

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。次

の
句
に
訂
正
し
お
わ
び
致
し

ま
す
。

「
水
面
よ
り
背
伸
び
し
て
見

ゆ
稲
の
苗
」

◆
7
月
の
参
議
院
選
で
与
野

党
逆
転
。
安
倍
首
相
は
つ
い

に
政
権
を
放
り
投
げ
辞
任
。

跡
を
継
い
だ
福
田
首
相
は

「
与
党
の
み
な
さ
ん
の
声
を

聞
い
て
…
」
と
低
姿
勢
？
◆

来
年
4
月
ス
タ
ー
ト
の
予
定

の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で

は
「
凍
結
論
」
も
出
て
き
た
。

凍
結
は
い
ず
れ
解
凍
に
な
る

◆
「
撤
回
」
と
高
齢
者
医
療

の
充
実
を
め
ざ
し
て
、
私
達

は
署
名
運
動
を
開
始
。
老
人

の
怒
り
の
声
を
大
き
く
、
急

い
で
広
げ
よ
う
〈
と
〉

� 会員の訃報は『会報』に随
時載せてほしいものです。

紙面の作り方ひとつではないで
しょうか？
� ごもっともな提案だと思い

ます。しかし事務局で会員

の訃報が把握できるのは、毎年

の総会案内葉書が返信される時

期に多いのが実情です。皆さん

から、会員の訃報をはじめ、身

近な情報を事務局にどんどんご

連絡いただければ幸いです。編

集委員会でも、アンテナを高く

して情報を収集し、『会報』に反

映させたいと思っています。

Ｑ

Ａ

質問コーナー

県職員９条の会
平和のつどい（仮）

日　時：１２月７日（金）
　　　　午後６時４５分開会
場　所：かながわ県民センター
　　　　２階大ホール
内　容：講演　「アジアから見た日

本国憲法第９条」（仮）

　　　　講師　 朴  慶  南 さん（作家）
パク チョン ナム

参加費：５００円（資料代）
連絡先：県職労連℡０４５（２１２）３１７９

ご あ ん な い

編
集

後
記

神戸で開かれた全国自治体退職者連絡会第１０回総会

会報No.７８
２００７．１０．１５

金
、医
療
、介

護
な
ど
の
課

題
に
対
す
る

と
り
く
み
を
強
め
る
。

重
税
・
年
金
・
医
療
・
平
和

重
税
・
年
金
・
医
療
・
平
和
なな
どど
にに
全
力
全
力


